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論 文 内 容 要 旨
口腔脂質感受性（口腔において脂質を受容し検知する能力）は，過食性肥満と関係がある可能性が
近年指摘されている。しかし，口腔脂質感受性が味覚嗜好性や食習慣にいかに影響を与えるのかにつ
いては，多くが不明である。その上，体格指数（body mass index, BMI）と口腔脂質感受性との間には，
負の相関関係があるという報告があるものの，そのような相関が，日本人においても成り立つのか否
かも不明であった。
上記背景の下，本論文では，健常若年成人における（1）BMI と段階希釈したオレイン酸を用いた
口腔脂質感受性との間の相関，並びに，（2）口腔脂質感受性と味覚嗜好性（甘味，酸味，塩味，苦味）
および食習慣との関係を，日本人を対象に評価することを目的に検討を行った。オレイン酸は難水溶
性のため，無脂肪乳に乳化させることにより使用濃度に調製し，口腔脂質感受性を調べた。BMI，味
覚嗜好性および食習慣については，前者は計測器（身長計及び体重計）を，後者は自記式アンケート
を用いてそれぞれ調査した。
本研究には，健常な 25 人の日本人（平均年齢 27 ± 5.6 歳）が参加した。オレイン酸の検知閾値濃度は，
BMI との間に，有意な相関が認められた。オレイン酸を用いた口腔脂質感受性により，参加者を 2 群
（①高感受性群［2.8mM オレイン酸を検知できる，n = 16］，および，②低感受性群［2.8mM オレイ
ン酸を検知できない，n = 9］）に分類したところ，2 群の間には，甘味に対する嗜好度において有意差
が認められた。さらに，オレイン酸高感受性群において，高脂質の甘味食品は，低脂質の甘味食品よ
りも有意に高い嗜好性が認められた。また，口腔脂質感受性は，自記式アンケート調査における小食
の程度もしくは食後満足感の程度との間に有意な負の相関が認められた。
これらの知見は，口腔脂質感受性が，BMI のみならず，高脂質の甘味食品に対する嗜好性や一部の
食習慣とも相関関係にあることを示唆する。
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審 査 結 果 要 旨
肥満は単に脂肪が過剰に体内に蓄積された状態ではなく，悪性新生物，糖尿病，高血圧，脂質異常症，
心血管疾患やその他疾患の罹患リスクを高め，健康寿命を短縮させるものである。また，ここ数十年
にわたる肥満人口の急速な増加は，世界的な問題となっている。一方で，摂食行動は本能行動の一部
であり，過食性肥満の改善は容易なことではない。こうした中，口腔の脂質感受性低下と過食性肥満
との関係が近年指摘されている。しかし，口腔の脂質感受性が，味覚嗜好性や食習慣に与える影響に
ついては不明な点が多い。さらに，海外の研究では，体格指数（BMI）と口腔の脂質感受性との間に
は負の相関関係があるとされるが，同様の相関が日本人においても成り立つのか否かは不明である。
本論文では，健常若年成人における BMI とオレイン酸を用いた口腔の脂質感受性との関係，並びに
口腔の脂質感受性と四基本味に対する味覚嗜好性（甘味，酸味，塩味および苦味）や食習慣との関係
について，無脂肪乳にオレイン酸を乳化させることにより作成した希釈系列や自記式アンケートを用
いて，日本人を対象に評価した。対象者の五基本味に対する検知閾値や認知閾値についても対照とし
て測定した。本研究の対象者は公募より参加した 20 歳代および 30 歳代の若年成人のうち，健康的な
非喫煙者に限定した。対象となった 25 名の健常若年成人（平均年齢 27.0 ± 5.6 歳）において，オレイ
ン酸検知閾値は BMI との間に有意な相関が得られた ( 相関係数 r = 0.545，P < 0.01)。このような有意
な相関は，BMI と五基本味の味覚閾値のいずれとの間においても，先行論文と同様に認められなかった。
さらに，口腔の脂質感受性の値により被験者を 2 群（高感受性群［2.8 mM のオレイン酸が検知可
能な群，n = 16］及び低感受性群［2.8 mM のオレイン酸が検知不能な群，n = 9］）に分類したとこ
ろ，2 群間で甘味嗜好度に有意差が得られた (P < 0.05)。更にオレイン酸高感受性群では，高脂質甘味
食品は低脂質甘味食品よりも嗜好性が有意に高値を示した (P < 0.01)。また，口腔の脂質感受性は自記
式アンケートによる小食の程度や食後満足感の程度との間に有意な負の相関が得られた ( それぞれP < 
0.01)。
これらの知見は，口腔の脂質感受性は，BMI のみならず高脂質甘味食品に対する嗜好性や一部食習
慣とも相関することを初めて示唆するものである。ゆえに本研究は，日本を含む過食性肥満が増加す
る国々において口腔の脂質感受性を測定することが肥満のリスクを評価することに有効である可能性
を新たに示しているものと認められ，口腔感覚の研究，とりわけ，口腔の脂質感受性の研究にインパ
クトを与える先駆的成果と思われる。
以上のように，本論文は，口腔の脂質感受性に関する理解と医療応用への道を大きく前進させる基
礎医学的成果と評価でき，大きな意義があると判断される。よって本論文は博士（歯学）の学位授与
に値するものと認める。
